
日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

文化の日 ひろばデビューの
日

子育てアドバイス相
談 10:00～11:00

9 10 11 12 13 14 15

きらきらタイム
（秋の公園をお散
歩しよう）11:00 ～

赤ちゃんサロン
10:00～11:00

きらきらタイム
(誕生会)11:15～

16 17 18 19 20 21 22

子ども将棋教室
(プロ棋士を招聘)
13:30～15:00

子育て講座
10:00～11:30

ひろばデビューの
日

子ども教室
10：00～11:30

23/30 24 25 26 27 28 29

勤労感謝の日 振替休日 赤ちゃんサロン
13:30～14:30

天文クラブ
18:30～20:00
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き ら き ら タ イ ム

き ら き ら タ イ ム

き ら き ら タ イ ム

赤ちゃんサロン

1１/12（水）・26(水）

子育てに関する情報交換や、保護

者同士が出会える場です。

[時 間] 1２日…10:00～11:00

26日…13:30～14:30

[対象者] ３か月～6か月児と保護者

[持ち物] バスタオル

※参加無料 申込不要

発行：彦根市子どもセンター

〒522-0047

彦根市日夏町4769

TEL: 0749-28-3645
FAX: 0749-28-3646

11/18（火）

[時 間]  10:00～11:00

[対象者]  乳幼児の保護者

※参加無料

当日先着順に受付(５名)

保護者や赤ちゃんの体や心の心配事

について、助産師が相談に応じたり、

アドバイスを行ったりします。

アドバイス相談

1１/6（木）

離乳後期から完了期

管理栄養士に後期の離乳食の進め方や栄

養について学びましょう。

[時 間] 10:00～11:30

[対 象 者] 後期の離乳食の進め方に

関心のある方 ※子ども同室

[定 員] 10組 先着順

[参 加 費] 300円

[申込期間] 11月1日(土)～14(金)

★１1月カレンダー★
◆開館時間◆ ９：００～１７：００

き ら き ら タ イ ム

休館日

休館日

休館日

休館日

平日 11:15～ 15:00～

きらきらタイム

子どもセンターでは、平日毎日

「きらきらタイム」という親子で

楽しむ時間があります。その日に

よってメニュｰがちがいます。

１５:００～は絵本の読み聞かせ(ち

いさなおはなし会)が中心となりま

す。

◆ひろばデビューの日◆

11/5(水) ・ 11/20(木)

初めてひろばを訪れる人が多い日で

す。この日だけでなく、いつでもご来

館ください。(妊婦さんも大歓迎です。)

午前のきらきらタイムで11月生

まれの友だちをお祝いします。

誕生会
11月13日(木)

までのお話

～秋の公園をお散歩しよう～

11月11日(火 )11時～

（きらきらタイム）

＊雨天の場合は中止します。
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子ども教室

木の実でリースを作ろう

11/22（土）

12/１３（土）

公園や荒神山にある木の実を使って、すてきなリースを作って飾ろう。

モーターや電池などで綿菓子機を作って、綿菓子を作って食べよう。

[時 間]   10:00～11:30

[対 象] 小学生・中学生（小学生保護者同伴）

[定 員] 15人 先着順

[参 加 費] 300円

[申 込 期 間] 11月7日(金) ～ 11月15日(土)

[時 間]   10:00～11:30

[対 象] 小学生・中学生（小学生保護者同伴）

[定 員] 10人

[参 加 費] 500円

[申込期間] 11月28日(金) ～ 12月6日(土）

◆開館時間◆ ９：００～１７：００

＊感染症対策として、換気と１日４回の消毒にご協力をお願いします。

＊各事業については、電話または直接子どもセンターに申し込んで

ください。

＊彦根市に「特別警報」または「暴風警報」が発令された場合は、

臨時休館となります。

＊「ぽけっと」は彦根市のホームページや地域子育て支援センター等

で見ることができます。

わくわく綿菓子機を作ろう

8/1～10/31

児童福祉文化賞普及啓発事業に参加して、たくさんの感想を頂きました。一例を紹介します。

児童福祉文化賞

受賞の本は子ど

もセンターの図書

コーナーに設置

しています。まだ

読まれてない方

はぜひご利用下

さい。「ともに生きる 山のツ

キノワグマ」

株式会社あかね書房

写真・文:前川貴行

「アマゾンのふしぎ

な森へようこそ!先

住民の声に耳をす

ませば」

合同出版株式会社

著:南研子

「命のつながり⑥ふるさ

との川をめざすサケの

旅」

株式会社文一総合出版

写真・文・平井佑之介

クマも人間

も悪気はな

く、ともに

生きるとは

簡単そうで

むずかしい

んだなと思

いました。

長老ラオーニ

の「ジャングル

がなくなれば

インディオは

死ぬ。いずれ

お前たちの社

会も滅びる」こ

のメッセージを

どううけとめる

のか、考える

機会になった。

地球温暖化に

よって、サケに

とっても住みに

くい環境になり

つつあります。

これ以上温暖

化が進んだら

地球はどうなる

のか心配です。


